
第6次和泉市総合計画

和泉創発プラン2.0

地域説明会

令和7年12月13日（土）



本日の説明内容

第６次和泉市総合計画（素案）について
計画期間：令和８年度～令和１５年度（8年間）

和泉創発プラン２．０（素案）について
計画期間：令和８年度～令和１１年度（４年間）

パブリックコメントの実施について
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①

②

③



説明内容

第６次和泉市総合計画（素案）について
計画期間：令和８年度～令和１５年度（8年間）

和泉創発プラン２．０（素案）について
計画期間：令和８年度～令和１１年度（４年間）

パブリックコメントの実施について
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総合計画とは

様々な計画の中でも和泉市の最上位の計画

まちづくりにおける長期的・基本的な方向性
を示すもの

本市では和泉市自治基本条例で策定する
ことを明記
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第6次総合計画の内容

将来都市像

基本目標

施策

和泉市がめざすべき将来の姿

将来都市像の実現のために達成すべき目標

基本目標の達成のために取り組む施策

総合計画を受けて実施すべき取組を
各種個別計画や和泉創発プラン2.0（実行計画）で具体化

令和8年度

（2026年度）

令和15年度

（2033年度）
計画期間

4



和泉市の歩み

人
口
（人
）
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50,918

182,104 
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S31 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2 R6

(S31)市制施行

(S52)泉北高速鉄道「光明池駅」開業

(S56)第二阪和国道（国道26号）が開通

(H4)トリヴェール和泉 まちびらき

(H6)大阪外環状線（国道170号）が全線開通

(H7)泉北高速鉄道「和泉中央駅」開業
桃山学院大学 和泉キャンパス開学
和泉中央線（弥生町-青葉台間）開通

(H14)テクノステージ和泉 まちびらき

(R6)消防本部
和泉消防署庁舎完成

(S40)和泉府中駅の駅前再開発

(S46)鶴山台まちびらき

(S50)光明台地区入居開始

(R5)新庁舎グランドオープン

(H30)総合医療センター開院

(H27)和泉府中駅前再開発事業 完了

(H2)阪和自動車道の岸和田和泉IC、阪南IC間が開通



和泉市の地域別人口推移

人
口
（人
）

6住民基本台帳から作成

52,863 52,626 52,335 52,001 51,520 51,211 50,878 50,459 50,381 50,128 

37,222 36,906 36,513 36,220 35,991 35,421 34,766 34,167 33,703 33,514 

90,625 91,045 91,464 92,156 92,892 92,984 93,467 93,585 93,620 93,622 

5,891 5,793 5,624 5,513 5,387 5,197 5,074 5,003 4,926 4,840 
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和泉市の地域別人口推移

人
口
（人
）

7住民基本台帳から作成

年齢３区分別の人口推移（北部）

4,264 4,132 3,953 3,854 3,838 3,743 3,613 3,455 3,355 3,324 

22,973 22,593 22,253 21,986 21,712 21,258 20,811 20,446 20,087 19,981 

9,985 10,181 10,307 10,380 10,441 10,420 10,342 10,266 10,261 10,209 

37,222 36,906 36,513 36,220 35,991 35,421 
34,766 
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和泉市の地域別人口推移

人
口
（人
）

8住民基本台帳から作成

年齢３区分別の人口推移（北西部）

7,846 7,689 7,390 7,200 6,952 6,773 6,644 6,417 6,272 6,073 

32,903 32,589 32,357 32,004 31,638 31,410 31,105 30,902 30,857 30,655 

12,114 12,348 12,588 12,797 12,930 13,028 13,129 13,140 13,252 13,400 

52,863 52,626 52,335 52,001 51,520 51,211 50,878 50,459 50,381 50,128 
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和泉市の地域別人口推移

人
口
（人
）

9住民基本台帳から作成

年齢３区分別の人口推移（中部）

15,244 14,936 14,726 14,493 14,385 14,087 13,992 13,738 13,402 13,120 

57,020 57,104 57,106 57,410 57,735 57,664 57,851 57,973 58,054 58,046 

18,361 19,005 19,632 20,253 20,772 21,233 21,624 21,874 22,164 22,456 

90,625 91,045 91,464 92,156 92,892 92,984 93,467 93,585 93,620 93,622 
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和泉市の地域別人口推移

人
口
（人
）

10住民基本台帳から作成

年齢３区分別の人口推移（南部）

532 497 466 427 396 376 358 358 332 327 

3,359 
3,249 

3,109 
2,996 2,902 
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和泉市の将来推計人口

人
口
（人
）

11出所：和泉市「人口ビジョン（令和６年度版）」
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本市を取り巻く時代潮流

人口の変化

物価高騰

ウェルビーイング
の重要性の高まり

地域コミュニティ
の希薄化

デジタル技術の活用
による地方創生

カーボンニュートラルの
機運の高まり

SDGsの社会浸透

激甚化する災害と
防災・減災の必要性

01
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12



市民アンケートの実施
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・将来都市像の検討に向けて得られたキーワード

健康と福祉 安全・安心 医療環境道路・交通手段

子育てと教育住みよさ（公園等） 歴史・文化への誇り

・将来都市像の検討に向けて市民や市内事業者等にアンケートを実施

対象数 有効回答数

市民（無作為抽出） 3,000人 986件

LINEアンケート（市民） 約85,000人 1,907件

事業者 約2,800社 325件

桃山学院大学生 - 366件

市内公立小・中学生 - 2,622件



めざすべきまちの姿・将来都市像

住めば住むほど
好きになる

ちょうどいいまち和泉

地理的・環境的に

「ちょうどいい」

暮らしの質が

「ちょうどいい」

人とのつながりが

「ちょうどいい」
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地域の特性

北西部

公共施設や医療機関、
商業施設などが集積

歴史文化遺産・豊かな自然環境を
有し、市街地には住宅も多く立地

都市機能・産業・商業機能の
集積、公園等の自然環境、
文化施設・大学等「まなび」
の拠点

北部

中部 南部

歴史文化遺産・自然環境豊かで、
来訪促進に資する施設・地域資
源を有する
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まちづくりの基本目標と横断的な視点

居心地よさを実感できる、住み続けたいと思えるまちの実現1

安心して自分らしく過ごすことができるまちの実現２

互いに助け合い、学び、市民が創るまちの実現３

いつまでも安定した行政サービスを提供できるまちの実現４

デジタル技術の活用による
チャレンジングな政策実施

協働によるまちづくり 持続可能な都市経営

16

横
断
的
な
視
点



基本目標に対する施策

①結婚・出産・子育ての希望を叶える仕組みづくり

②市の魅力づくりと移住・定住の促進

居心地よさを実感できる、住み続けたいと思えるまちの実現1

安心して自分らしく過ごすことができるまちの実現２

④充実したインフラ整備

③豊かな自然環境の保護・保全

⑤市内企業・産業の活性化

⑥災害に強いまちづくり

⑧人権と多様性を尊重するまちづくり

⑦安心して暮らせるまちづくり

⑨いつでも頼れる仕組みづくり

⑩心身の健康づくりの推進 ⑪こどもが健やかに育つ環境整備
17



互いに助け合い、学び、市民が創るまちの実現３

いつまでも安定した行政サービスを提供できるまちの実現４

基本目標に対する施策

⑫国際社会で活躍できる人を育てる教育環境づくり

⑬市民がまちを愛し、自らまちの担い手として活躍できる仕組みづくり

⑭多様な学びの機会の提供と、歴史・文化の保存・活用

⑮持続可能なまちづくりに向けた行財政運営

⑯公共施設や市有財産の効果的な活用
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説明内容

第６次和泉市総合計画（素案）について
計画期間：令和８年度～令和１５年度（8年間）

和泉創発プラン２．０（素案）について
計画期間：令和８年度～令和１１年度（４年間）

パブリックコメントの実施について
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和泉創発プラン2.0とは

第６次総合計画の実行計画であり、
特に重点的に取り組む事業を記載

[まちづくり][財政健全化][組織・人づくり]
の３つの観点から取組を記載

本市では実行性をもった具体的な計画として
独自に策定
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これまでの行財政改革の取組

再生
プラン

躍進
プラン

創発
プラン

創発
プラン
2.0

H23～H26年度 H27～R１年度 R2～R７年度 R８～R11年度

 20万都市をめざす
まちづくり

 行財政改革と
行財政基盤の確立

 選択と集中による
まちづくり

 財政健全化
 組織・人づくり

 まちづくり・公共
施設マネジメント

 財政健全化
 頑張る職員が報われ

る制度・働き方改革

21

これまで進めてきた

創発の精神を深化
させるプラン



前回プランでの取組（創発プラン）

ひとが育ち、学ぶまちづくりの推進

いきいき過ごし、活気あふれるまちづくりの推進

連携・協働と安全・安心のまちづくりの推進

１

２

３

 こども医療費助成拡充事業

 槇尾学園整備事業

 学力向上推進事業

 中学校少人数学級編制事業

 高齢者おでかけ支援事業

 障がい者就労支援センター設置事業

 和泉市アグリセンター整備・運営事業

 和泉中央駅周辺整備事業

 町会・自治会活動支援拡充事業

 庁舎整備事業

 消防本部・和泉消防署移転・建替事業

 学校体育館等空調設備整備事業

22

など

など

など



前回プランでの取組（創発プラン）

FM 公共施設マネジメント

財政健全化

4

5

必要なサービス・機能を確保しつつ、

社会情勢の変化や施設の老朽化の

状況等を注視しながら、公共施設の

量と質の最適化を図る

 サービスセンターの見直し

 図書館の開館時間等の見直し

 リサイクルプラザ彩生館の見直し

 産業振興プラザ北館の譲渡

 未利用地の売却

23
など

取組前の公共施設面積
（令和４年３月末時点）

取組後の公共施設面積
（令和２７年３月末時点）

増減率

532,777㎡ 約437,134㎡ ▲18.0％

＜北西部地域公共施設再編成＞

 消防本部・和泉消防署庁舎の移転・建替

 保健センター等の集約化

 公立保育園の民間園への移行

＜富秋中学校区等まちづくり構想＞

 市営住宅の集約化

 人権文化センター等の複合施設への集約化

 ２小１中を統合した小中一貫校 などなど



総合計画の４つの基本目標と
創発プラン２．０の取組の関係性

①結婚・出産・子育ての希望を叶える仕組みづくり

②市の魅力づくりと移住・定住の促進
居心地よさを実感できる、
住み続けたいと思える
まちの実現

安心して自分らしく
過ごすことが
できるまちの実現

④充実したインフラ整備

③豊かな自然環境の保護・保全

⑤市内企業・産業の活性化

⑥災害に強いまちづくり

⑧人権と多様性を尊重するまちづくり

⑦安心して暮らせるまちづくり

⑨いつでも頼れる仕組みづくり

⑩心身の健康づくりの推進

⑪こどもが健やかに育つ環境整備

互いに助け合い、学び、
市民が創るまちの実現

いつまでも安定した
行政サービスを提供できる
まちの実現

⑫国際社会で活躍できる人を育てる教育環境づくり

⑬市民がまちを愛し、自らまちの担い手として活躍できる仕組みづくり

⑭多様な学びの機会の提供と、歴史・文化の保存・活用

⑮持続可能なまちづくりに向けた行財政運営

⑯公共施設や市有財産の効果的な活用

総合計画 創発プラン２．０

①

②

③

④

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
取
組

財政健全化の取組

組織・人づくりに関する取組

施策①に関する取組

施策②に関する取組

施策③に関する取組

施策④に関する取組

施策⑤に関する取組

施策⑥に関する取組

施策⑦に関する取組

施策⑧に関する取組

施策⑨に関する取組

施策⑪に関する取組

施策⑬に関する取組

施策⑩に関する取組

施策⑫に関する取組

施策⑭に関する取組

24



国府幼稚園と和泉保育園を移転統合し、

公立認定こども園を整備します。

居心地よさを実感できる、住み続けたいと思えるまちの実現基本目標１

01 （仮称）北西部こども園整備事業

結婚・出産・子育ての希望を叶える仕組みづくり施策番号１

取組内容

保育需要が多い中部地域におい

て、保育定員の拡充を図るため、

新たな民間認定こども園を運営

する事業者を募集し、その開設費

用の一部を補助します。

02 （仮称）中部地域認定こども園
開設補助事業

※令和７年９月時点でのイメージ図になります

25

・令和８年度整備工事予定

・令和9年4月開園予定

・募集定員（保育）：120～150人

・場所は府中町（市民体育館の隣）

・令和9年4月開園予定

・整備費用：約12億8千万円

R9年4月
開園予定

取組内容



取組内容

和泉市久保惣記念美術館運営ビ

ジョンに基づき、本市が誇る文化

財として更に魅力を高め発展・存続

させるため施設のリニューアルを

図るとともに、ミュージアムタウン

構想を推進します。

居心地よさを実感できる、住み続けたいと思えるまちの実現基本目標１

03 ミュージアムタウン構想のさらなる推進

市の魅力づくりと移住・定住の促進施策番号2

26

・多くのコレクションを最大限活かした展覧会の開催

・時代のニーズに対応する施設のリニューアル

・令和13年度リニューアルオープン予定

・総事業費：約14億3千万円

作品名：睡蓮
作者：クロード・モネ



取組内容

老朽化等の課題を抱える青少年

の家について、大規模な改修をは

じめ様々な利用活性化策を講じ

ることにより利用者の増加を図

り、新たな南部地域の交流拠点で

ある「槇尾山レクリエーションセン

ター」へとリニューアルします。

居心地よさを実感できる、住み続けたいと思えるまちの実現基本目標１

04 青少年の家リニューアル事業

市の魅力づくりと移住・定住の促進施策番号2

27

・サウナ施設を新設

・浴室を改装し、日帰り入浴が可能に

・ICTウォールを採用し、どこでも研修・

会議が可能に

・総事業費：約7億円

別添１ 
 

屋外型サウナ



取組内容

2050年を目標に市域のカーボ

ンニュートラルをめざし、再エ

ネ・省エネ機器の導入に係る補

助や、市民向けの啓発等により

脱炭素化に関する取組を推進し

ます。

居心地よさを実感できる、住み続けたいと思えるまちの実現基本目標１

05 脱炭素戦略推進事業

豊かな自然環境の保護・保全施策番号3

28

各種補助制度（個人は最大160万円、事業者向けメニューも）

・太陽光発電設備・蓄電池
・コージェネレーションシステム（エネファーム）
・高効率給湯器



取組内容

北信太駅前整備基本計画に基づ

き、自由通路及び駅西口広場等

の整備に続き、駅東側において

駅前広場や駅前線等の整備を行

います。

居心地よさを実感できる、住み続けたいと思えるまちの実現基本目標１

06 北信太駅前整備事業

充実したインフラ整備施策番号4

29

・駅西口広場は令和７年度末までに工事完了予定

・令和９年度以降駅東口側の整備着手予定

・総事業費：約45億円
自由通路



居心地よさを実感できる、住み続けたいと思えるまちの実現基本目標１

07 松尾寺公園の整備

充実したインフラ整備施策番号４

松尾寺公園の利便性や魅力向上を図るた

め、基本計画に基づき、東側エリアの整備

等を進めます。

取組内容
取組内容

黒鳥山公園の利便性や魅力向上

を図るため、民間事業者がもつ柔

軟な発想やノウハウなどを活かし

た公園整備に取り組み、公園の賑

わい創出を図ります。

08 黒鳥山公園の民間活力導入

30

・西側エリア（約9.2ha）は開設済み

・民間活力の導入検討（民設民営の飲食施設等）

・東側エリア総事業費：約19億円

・令和８年秋ごろ開設予定

・民設民営の飲食施設を誘致

・民間活力の導入により魅力的な公園に

西側エリア
展望台

西側エリア
ローラー滑り台

西

東



大規模災害に備え、備蓄物資の保管、

支援物資等の受け入れ・搬送等を行う

ため、旧消防本部跡地を活用し、（仮

称）防災備蓄倉庫を整備します。

安心して自分らしく過ごすことができるまちの実現基本目標２

災害に強いまちづくり施策番号６

取組内容

市内の街頭犯罪の未然防止及び子ど

もや女性を対象とした犯罪の抑止を

図るため、市内の防犯カメラの設置台

数を増設することにより、犯罪のない

安全で安心して暮らせるまちづくりに

取り組みます。

31

整備費用：約4.2億円

10トントラック約15台分の備蓄が可能

維持管理費用：約3,800万円／年

現在の設置台数

449台（R7.4時点） 約300台

０9 （仮称）防災備蓄倉庫整備事業 １0 防犯カメラの増設

施策番号７ 安心して暮らせるまちづくり

取組内容



安心して自分らしく過ごすことができるまちの実現基本目標２

１1 （仮称）チャレンジオフィスの設置

いつでも頼れる仕組みづくり施策番号９

様々な事情により支援を必要と

するこどもを対象に、食事や学

習、相談支援等を受けられる居

場所を提供します。

１2 こどもの生活支援拠点事業

就労を希望する障がい者の支援を強化

するとともに、有期雇用により一般就労

へのステップアップをめざす（仮称）チャ

レンジオフィスを設置します。

取組内容 取組内容

32

・令和8年４月開設予定

・市役所庁内業務など様々な業務にチャレンジ

・社会福祉士等専門人材による支援

・企業へのマッチング支援

・令和８年１月開設予定

・安全・安心な居場所を提供

・食事提供や学習支援により、生活習慣
の確立を

・孤立を防ぎ、社会とのつながりを

施策番号１１ こどもが健やかに育つ環境整備



取組内容

各地域に所在する老人集会所につ

いて、地域への無償譲渡や町会館へ

機能集約を図る整備費補助など、リ

ニューアルを含む施設のあり方を検

討し、より身近かつ気軽に交流でき

る場として活用できるよう新たな価

値を見出します。

安心して自分らしく過ごすことができるまちの実現基本目標2

１3 老人集会所のリニューアル

心身の健康づくりの推進施策番号10

33

・１１施設が築年数40年を越え、老朽化が進んでおり今後のあり方検討が必要

・歩いて行ける身近な場所に、高齢者をはじめとする様々な世代の交流の場を

・自主運営による各種教室開催や地域拠点としての利用など新たな活動の場に



取組内容

英語学習への意欲を高めるため、英

語検定受験料の補助を全中学生に

拡大するとともに、公立高校入試で

有利になる実用英語技能検定２級

以上の取得促進と国際社会で活躍

できる人材育成を目的に、英語力向

上支援講座受講料の一部を補助し

ます。

互いに助け合い、学び、市民が創るまちの実現基本目標3

１4 英語教育推進事業

国際社会で活躍できる人を育てる教育環境づくり施策番号12

34

中学1年～3年生
に拡充

（令和6年度まで）

英検受験料補助

中学３年生
を対象

英検２級以上の取得をめざす生徒には、

AI英語学習アプリを使用した支援講座の

受講料を支援（1割の自己負担あり）

英語力向上支援講座受講料補助



取組内容

「持続可能な町会・自治会」をめ

ざすため、町会・自治会等に設置

している防犯灯の電気料金の補

助を全額補助に拡充することを

はじめ、和泉市町会連合会の内

部組織である町会・自治会改革

検討委員会における協議も踏ま

えて、町会・自治会活動の負担

軽減に向けた支援を図ります。

互いに助け合い、学び、市民が創るまちの実現基本目標3

１5 町会・自治会活動の負担軽減への支援

市民がまちを愛し、自らまちの担い手として活躍できる仕組みづくり施策番号13

35

防犯灯 約14,189灯
電気料金

1/2補助

全額補助
に拡充

負担軽減



取組内容

本市を代表するランドマークで

ある史跡池上曽根遺跡につい

て、保存活用計画及び再整備計

画に基づき、グラウンドゴルフ等

を楽しめる（仮称）池上プレイス

テージを整備し、賑わいを創出

します。

互いに助け合い、学び、市民が創るまちの実現基本目標3

１6 （仮称）池上プレイステージ整備事業

多様な学びの機会の提供と、歴史・文化の保存・活用施策番号14

36

・令和13年度リニューアルフルオープン予定
・カフェステージを新たに設置
・様々なイベントやスポーツなどが楽しめる
多目的ステージの利用が可能に
・総事業費：約15億円

5.8万人

⇒11万人に

目標来訪者数



富秋中学校区等まちづくり構想による市

営住宅及び市営店舗の集約建替を行いま

す。

多世代の交流や地域団体間の交流の場を創
出するとともに、見守りや助け合い・支え合い
などの活動を行うことができる施設として、
人権文化センター、幸分館、王子町分館、青少
年センターを集約化し、（仮称）多世代交流拠
点施設を整備します。 （仮称）多世代交流

拠点施設整備事業

37

義務教育９年間を見通した継続的かつ一体的
な教育を推進するため、市内３校目となる施
設一体型義務教育学校（小中一貫校）を整備し
ます。

富秋中学校区等
市営住宅集約建替事業

総事業費：約369億円
富秋中学校区等地域

における関連事業（主要事業）

（仮称）富秋学園整備事業



財政健全化の取組

40億円

基金残高

和泉創発プラン2.0の目標

財政健全化により安定した財政運営を維持

38

新たな課題に対応するための政策的経費の確保が必要

人口減少に伴い、市税収入等の歳入の減少が見込まれる

社会保障費や施設維持費等の歳出の増加が見込まれる

市予算の
約５％

財政調整基金

公共施設整備基金 の3基金合計

減債基金



８０

1,000

667

50

54

10

財政健全化に向けた取組(歳入）

取組名 取組内容
効果額（百万円）

企業版ふるさと
納税の強化

包括連携協定を締結している企業を中心にアプローチ
するとともに、民間企業のノウハウを活用した取組を行
うことにより寄附金額の増加をめざします。

８０

ふるさと納税
（個人版）の強化

ふるさと納税代行業者のノウハウを活用しつつ、商工会
議所との連携により返礼品の充実を図り、寄附金額の増
加をめざします。

400

未利用地の売却等
公共施設の建替え等で生じた未利用地のうち、活用の
見込がない処分可能な財産や既存の普通財産の売却又
は貸付を行います。

６６７

債券運用の強化
債券運用の金額を増加するとともに、効果的な運用を行
うことにより増収を図ります。

20

撤去自転車保管所
の移転に伴う用地
売却

撤去した放置自転車の保管場所を移転のうえ、
現在、保管場所として使用している用地を売却します。

54

消防車両の売却
方法の見直し

更新後の消防特殊車両について、官公庁オークションの
活用等により、高額で売却できるよう取り組みます。

4

R8－１１計 R8－１7計

39



４０

225

32

130

財政健全化に向けた取組(歳出）

取組名 取組内容

にじのとしょかん
（人権文化センター
内）の廃止

整備予定の（仮称）多世代交流拠点施設に
人権文化センターの機能を集約したうえで廃止します。

-

総合福祉会館・北
部総合福祉会館・
保健福祉センター
における浴室開放
事業の終了

浴室の老朽化に伴う修繕が増加し、設備更新の必要性
について検討が必要となる中、利用者の固定化が進ん
でいる現状を踏まえ事業を終了します。

75

配食サービス事業
の終了

民間事業者によるサービスが充実していることから事業
を終了したうえで、本プランにおける高齢者支援策に財
源を活用します。

８

敬老祝金事業の終了
事業を終了したうえで、本プランにおける高齢者支援策
に財源を活用します。

52

小栗の湯のあり方
検討

施設利用者の推移や市営住宅における浴室の供給状況
を踏まえ、令和15年度を目途に施設のあり方を決定し
ます。

方針決定後に
効果額を計上

効果額（百万円）
R8－１１計 R8－１7計

40



財政健全化に向けた取組(歳出）

取組名 取組内容

観光レンタルサイ
クル事業の見直し

実証実験の結果を踏まえ、自立した運営が可能な民間事
業者の誘致に取り組みます。

4

自転車等放置防止
対策事業の見直し

撤去自転車の保管業務を駐輪場指定管理業務に組み込
むことにより、業務の効率化と経費削減を図ります。

8

民間建築物耐震補
助事業の見直し

「和泉市耐震改修促進計画」の計画期間終了に伴い、
民間建築物耐震補助金を見直します。

8

和泉診療所の
あり方検討

現在の利用状況に鑑み、指定管理者制度を継続しつつ、
診療所の廃止に向けた民設民営の医療機関の誘導に取
り組みます。

方針決定後に
効果額を計上

効果額（百万円）
R8－１１計 R8－１7計

10

20

32

41



財政健全化に向けた取組(歳出）

取組名 取組内容

温水プール（サン燦
プール）の事業廃止

民間施設の充実及び施設の老朽化を踏まえ事業を廃止
します。

効果額を算出し、
成案において計上
予定

生涯学習サポート
館の事業廃止

施設の老朽化を踏まえ、生涯学習センター等へ機能を統
合のうえ事業を廃止します。

-

青少年センターの
廃止

（仮称）多世代交流拠点施設に機能を集約したうえで
廃止します。
【令和８年度末】留守家庭児童会機能の終了
【令和13年度末】青少年センター廃止

24

経常経費・建設
コストの見直し

事業費のシーリング等により、市全体で継続的な事業費
の縮減に取り組みます。

320

効果額（百万円）
R8－１１計 R8－１7計

125

116

800

効果額 約17億円（R8-11計） 約34億円（R8-17計）
42
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富秋中学校区等まちづくり構想の推進に伴う用地売却収入（累計）

富まち用地売却収入を除く３基金残高

財政収支見通し（見込）

43

約40億円を確保

（市予算の約５％）



組織・人づくりに関する取組

....

....

........

....

....

組織
・

人づくり

労働市場における
人材確保

メンタルヘルスの
保持・増進

ハラスメント対策

職員の満足度

ICT技術等
の発展

組織運営と経営

44



組織・人づくりに関する取組

１ 人材の確保

３ 人材育成への投資の拡大

２ 働き方改革の推進

 採用に係る広報活動強化
 障がい者雇用の推進

 男性職員の育児休業取得促進
 メンタルヘルス対策の強化

 研修派遣の拡大
 DX人材の確保・育成
 女性職員の活躍推進

 新規採用職員の定着
 カムバック採用制度の導入

 ハラスメント防止
 長時間勤務の解消

 資格取得の推進
 大学院等就学費用補助制度の導入
 地域貢献活動の促進

45



説明内容

第６次和泉市総合計画（素案）について
計画期間：令和８年度～令和１５年度（8年間）

和泉創発プラン２．０（素案）について
計画期間：令和８年度～令和１１年度（４年間）

パブリックコメントの実施について

46

①

②

③



パブリックコメントの実施について

12月10日（水）～令和8年1月5日（月）

47

政策企画室（市役所３階６番窓口）、市政情報コーナー（市役所２階）、
市内各図書館（室）（５カ所）、市ホームページ

メールフォーム、電子メール、郵送、FAX、直接持参

実施期間

資料閲覧場所

意見提出方法

・第６次和泉市総合計画（素案）
・和泉創発プラン2.0（素案）
・第3期和泉市まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）

※第６次和泉市総合計画及び和泉創発プラン2.0から引用し作成

対象計画


